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学位論文内容の要旨 
 
 近年，多くのオープンソースソフトウェア（以下，OSS と略）が開発され，様々な用途に利
用されている．しかしOSS では，市販ソフトウェアと異なり，一つのOSS 全体を企業などの一
つの組織が責任を持って提供することがないため，ドキュメント化やマニュアル整備上の不備が
問題視されている．また，ブログやWiki，SNS などに使用されるOSS では，複数のOSS 間を連
携させながら利用されることも多く，それらの正しい順序でのインストール作業は，初心者にと
っては容易ではない． 
そこで本研究では，OSS 利用初心者を対象とした，OSS インストール支援システムの提案を
行う．本システムは，「インストールマニュアル自動生成サブシステム」，「インストール操作支援
サブシステム」，「マニュアル管理Web データベースサブシステム」の３つのサブシステムから構
成される．「インストールマニュアル自動生成サブシステム」では，OSS 利用の熟練者によるイ
ンストール作業時のログ情報を利用することで，Web ベースの個別OSS 用インストールマニュ
アルを自動生成する．「インストール操作支援サブシステム」では，インストール作業者の入力コ
マンドを常時監視し，それを予め登録しておいた正しい入力コマンドと逐次比較することで，入
力ミスが生じた際に，エラー警告メッセージと正しい入力コマンド例を表示する．「マニュアル管
理Web データベースサブシステム」では，生成された個別OSS マニュアルをWeb データベース
を用いて管理する．また，複数の個別OSS のマニュアルを必要に応じて組み合わせることで，複
数OSS間連携を要するOSS のインストールマニュアルを生成することができる． 
本提案システムを実装し，本システムでのマニュアル編集性能の評価実験，ならびに，個別 OSS 
事例および複数 OSS 間連携事例における提案マニュアルに対するユーザビリティの評価実験を
行った．マニュアル編集性能の評価実験では，提案システムによるマニュアル編集作業は，従来
の手動によるマニュアル編集作業に比べ，非常に短時間でマニュアル作成が可能であることを確
認した．個別 OSS 事例に対するマニュアルのユーザビリティ評価実験では，従来マニュアルに
比べ，提案マニュアルの方が課題終了者数が多く，直接確率検定結果でも両マニュアル間の学習
効果に統計的な有意傾向が見られることを確認した．複数 OSS 間連携事例に対するマニュアル
のユーザビリティ評価実験では，提案マニュアルは従来マニュアルに比べ NE 比(Novice Expert 
ratio) が低いこと，インストール操作支援サブシステムを併用した場合には統計的な有意差が認
められることを確認した．
 
論文審査結果の要旨 
 
本論文では，オープンソースソフトウェア（OSS）の 利用初心者を対象とした，OSS インストー
ル支援システムの提案とその実装を行っている．一般に，ブログやWiki，SNS などに使用されてい
るOSS では，複数のOSS 間を連携させながら利用することが多く，それらを，正しいコマンド
を入力しながら正しい順序でインストール作業を行うことは，初心者にとっては容易ではない．
そのため，インストールマニュアルの整備が必要であるが，OSSではボランティアベースでの整備作
業が必要となること，OSSの更新頻度が高くマニュアルの陳腐化が激しいこと，OSS 間連携の必
要な場合に代替として利用可能なOSS の組み合わせが相当数に達すること，などにより，現状で
は，マニュアル整備が非常に困難な状況にある．そこで本研究では，これらの問題点の解決を図る
ための３つのサブシステムで構成される，OSSインストール支援システムを提案，実装している． 
まず，「インストールマニュアル自動生成サブシステム」では，OSS 利用熟練者によるインストール
作業時のログ情報を利用することで，Web ベースの個別OSS 用インストールマニュアルの自動生成を
可能としている．本マニュアルでは，特に，テキストマニュアルと映像マニュアルを併用することで，
正確性と分かり易さを実現している．次に，「インストール操作支援サブシステム」では，OSS利用初心
者のインストール作業時の入力ミスを自動で指摘することで，その軽減を狙いとしている．また，「マ
ニュアル管理Webデータベースサブシステム」では，本システムによるマニュアルの管理を，Webシス
テムを用いて行うことを可能としている．ここでは，ユーザが指定したバージョンのマニュアルが存在
しない場合の類似マニュアルの表示機能も実装している． 
提案システムの評価として，まず，マニュアル編集作業の評価実験により，従来手法に比べ非常に短
時間でマニュアル編集を行えることを確認している．また，提案マニュアルと従来マニュアルの比較に
よるマニュアルユーザビリティの評価実験により，提案マニュアルの有用性を示している．加えて，提
案システムは，OSS技術者育成のための教育用システムとしての利用の可能性も示している． 
以上より，本論文ではOSS利用の拡大のための特筆すべき成果を挙げており，博士（工学）の学
位に値すると判定する． 
